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１　

豊
橋
市
人
材
育
成
基
本
方
針
に
つ
い
て

　

豊
橋
市
で
は
、
平
成
一
五
年
六
月
に
人
材
育
成
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
「
豊
橋
市
人
材
育
成
基
本
方
針
」
を

策
定
し
、
人
こ
そ
が
最
大
の
経
営
資
源
で
あ
る
と
い
う
認

識
の
下
、計
画
的
に
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
概
ね
五

年
ご
と
に
こ
れ
ま
で
三
度
、
基
本
方
針
を
改
定
し
、「
自

律
型
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
員
の
育
成
」
と
い
う
人
材

育
成
の
大
き
な
方
向
性
は
維
持
し
な
が
ら
も
、
そ
の
状
況

に
応
じ
た
人
材
育
成
の
方
針
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
三
〇
年
九
月
に
改
定
し
た
現
在
の
人
材
育
成
基
本

方
針
に
お
い
て
は
、
人
材
育
成
の
基
本
理
念
を
「〝
個
〟

愛
知
県

働き方改革の取り組み働き方改革の取り組み

豊
橋
市
に
お
け
る
人
材
育
成
に
つ
い
て

～
職
員
研
修
の
取
組
を
中
心
に
～豊

橋
市
総
務
部
人
事
課

図１　人事育成基本方針における目指すべき職員像
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図２　人材育成のための具体的な取組

と
〝
組
織
〟
の
力
で
豊
橋
の
未
来
を
創
る
!
」
と
定
め
、

①
環
境
変
化
に
対
応
し
、
自
ら
成
長
し
続
け
る
職
員
づ
く

り
、
②
職
員
の
能
力
を
最
大
限
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る

組
織
づ
く
り
の
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
重
点
に
、
図
１
に
示

す
よ
う
な
目
指
す
べ
き
職
員
像
の
実
現
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

人
材
育
成
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
職
員
自
ら
が
能
力

を
自
覚
し
、
能
力
向
上
の
た
め
に
自
己
啓
発
に
励
み
、
成

長
す
る
姿
勢
を
基
本
と
し
つ
つ
、
そ
れ
を
支
え
る
も
の
と

し
て
、
①
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
人
事
制
度
の
運

用
、
②
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
し
、
成
長
を
加
速
す
る

職
員
研
修
の
充
実
、
③
成
長
を
支
え
、
い
き
い
き
と
働
く

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
三
つ
を
柱
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
側
面
か
ら
職
員
の
資
質
向
上
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

支
援
を
進
め
て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）。

２　

職
員
研
修
の
体
系

　

前
述
し
た
人
材
育
成
基
本
方
針
の「
目
指
す
べ
き
職
員
像
」

を
実
現
す
る
た
め
の
三
つ
の
柱
の
う
ち
、
能
力
開
発
に
つ

い
て
は
職
員
研
修
が
主
に
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
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職
員
の
研
修
体
系
に
つ
い
て
は
、
職
員
自
ら
が
自
己
成

長
を
目
指
し
て
行
う
『
自
己
啓
発
』
を
原
点
と
し
、
そ
れ

を
日
常
的
に
職
場
の
上
司
が
『
職
場
研
修
』
に
よ
っ
て
支

え
、
さ
ら
に
、
こ
れ
を
『
職
場
外
研
修
』
に
よ
り
補
っ
て

い
く
と
い
う
構
成
を
取
っ
て
い
ま
す
（
図
３
参
照
）。
こ

れ
に
よ
り
職
員
と
し
て
の
使
命
と
責
任
の
自
覚
を
促
す
と

と
も
に
、
職
務
遂
行
に
必
要
な
知
識
・
技
能
の
習
得
等
に

よ
る
能
力
向
上
を
図
り
、
職
員
の
成
長
の
加
速
化
へ
と
つ

な
げ
ま
す
。
特
に
、
自
己
啓
発
へ
の
支
援
や
、
職
務
に
発

揮
で
き
る
よ
う
多
様
な
研
修
機
会
を
提
供
し
て
い
る
点

が
、
本
市
の
職
員
研
修
の
特
徴
で
す
。

　

続
い
て
、体
系
別
に
研
修
の
取
組
内
容
を
ご
説
明
し
ま
す
。

（
一
）
自
己
啓
発

　

自
己
啓
発
と
は
自
ら
が
主
体
的
に
成
長
し
よ
う
と
す
る

向
上
意
識
を
指
し
、
本
市
の
取
組
と
し
て
は
自
己
研
修
補

助
制
度
や
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ
活
動
支
援
補
助
制
度
が
こ

れ
に
該
当
し
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
資
格
取
得
等

の
自
己
啓
発
支
援
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

職
員
に
対
し
て
よ
り
実
践
的
な
知
識
・
ス
キ
ル
の
習
得
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

・
自
己
研
修
補
助
制
度

　
　

�

所
属
長
が
職
務
に
関
連
す
る
と
判
断
し
た
自
己
研
修

に
対
し
、
上
限
を
四
万
円
と
し
て
受
講
料
の
三
分
の

二
（
育
児
休
業
中
の
者
に
つ
い
て
は
全
額
）
が
補
助

さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
主
な
も
の
は
、
講
習
会
・

図３　職員研修体系
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セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
や
公
的
資
格
の
取
得
、
専
門
学

校
・
大
学
等
へ
の
通
学
な
ど
で
す
。
令
和
四
年
度
は
、

大
型
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
や
医
療
・
福
祉
関
係

の
学
会
参
加
な
ど
合
計
で
八
三
人
に
補
助
を
行
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
職
員
が
本
制
度
を
利
用
し

て
自
己
研
鑽
を
積
ん
で
き
て
い
ま
す
（
図
４
・
５
参

照
）。

　

・
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ
活
動
支
援
補
助
制
度

　
　

�

職
員
が
市
政
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
自
主
的
に
調

査
研
究
活
動
を
行
う
際
、
上
限
を
四
万
円
と
し
て
活

動
経
費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
実
績
に
関
し
て
は
、

毎
年
度
概
ね
二
～
三
件
程
度
の
申
請
が
あ
り
、
令
和

四
年
度
に
つ
い
て
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
効

果
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
」
と
「
I
C
T
を
活
用

し
た
官
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
二
件
の
申
請
に

対
し
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
（
表
１
参
照
）。

（
二
）
職
場
研
修

　

職
場
研
修
と
し
て
、
職
場
で
新
規
採
用
職
員
に
直
接
指

導
す
る
職
員
を
対
象
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（O

n the Job 

図４　自己研修補助金の申請者数推移図５　令和４年度自己研修補助金の種類別
申請割合
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T
raining

）
研
修
を
実
施
し
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
重
要
性
へ
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
人
事
評
価
制
度
の
面
談
と
連
携

を
図
る
こ
と
で
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
欲
を
引
き
出
す
職

場
環
境
も
整
え
て
い
ま
す
。

（
三
）
職
場
外
研
修

　

本
市
の
職
場
外
研
修
に
つ
い
て
は
市
単
独
研
修
と
専
門

機
関
等
へ
の
派
遣
研
修
の
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
う
ち
市
単
独
研
修
に
つ
い
て
は
更
に
、
特
定
の
職

位
ご
と
（
新
規
採
用
職
員
・
主
任
・
新
任
主
査
・
新
任
六

級
職
員
な
ど
）
に
受
講
す
る
「
階
層
別
研
修
」
と
、
本
人

の
希
望
で
受
講
す
る
「
特
別
研
修
」
に
分
か
れ
ま
す
。

　

特
別
研
修
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
二
〇
以
上
の
研
修

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
り
、
ハ
ー
ド
ク
レ
ー
ム
研
修
や

手
話
技
術
研
修
な
ど
職
員
の
興
味
関
心
に
合
わ
せ
た
研
修

受
講
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
度
、
本
市
の
現
状
や
時
代
の
潮
流
に
合
わ
せ
て
特

別
研
修
の
見
直
し
を
図
り
、
実
施
メ
ニ
ュ
ー
を
入
れ
替
え

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
令
和
四
年
度
に
重
点
研
修
と

表１　自主研究グループ活動支援補助制度の利用実績
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図６　職場外研修一覧（令和５年度）
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位
置
づ
け
実
施
し
た
研
修
を
次
に
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

・
豊
橋
み
ら
い
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　

�

こ
れ
ま
で
国
や
県
な
ど
の
実
務
派
遣
研
修
後
に
研
修

成
果
を
共
有
す
る
場
や
研
修
生
が
活
躍
す
る
場
が
少

な
い
こ
と
、
ま
た
業
務
に
つ
い
て
横
断
的
に
考
え
た

り
学
ぶ
機
会
が
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
庁
内
展
開
に
よ
る
学
び
合
う
職
場
風
土
の
醸
成

と
職
員
の
能
力
向
上
を
目
的
と
し
て
、
令
和
四
年
度

か
ら
新
た
に
「
豊
橋
み
ら
い
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
　

�

本
研
修
に
つ
い
て
は
、講
師
を
本
市
職
員
に
依
頼
し
、

一
月
に
一
～
二
回
程
度
の
頻
度
で
開
催
（
一
回
約
二

時
間
）
し
、
テ
ー
マ
は
講
師
ご
と
に
毎
回
異
な
る
内

容
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

�

令
和
四
年
度
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、「
職
員
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（
講
師
は
部
長
級
職
員
）」
や
「
庁
内
人

づ
く
り
セ
ッ
シ
ョ
ン
～
浅
井
市
長
へ
思
い
を
語
ろ
う

～
」「
パ
パ
マ
マ
育
児
応
援
会
（
講
師
は
育
児
休
業

経
験
職
員
と
人
事
課
職
員
）」
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま

し
た
。

　
　

�

本
研
修
は
受
講
者
の
関
心
も
高
く
、
職
員
自
身
が
講

師
と
な
り
実
体
験
を
踏
ま
え
説
明
す
る
こ
と
で
受
講

生
の
納
得
度
の
高
い
、
よ
り
実
践
的
・
効
果
的
な
研

修
が
実
施
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

・
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
研
修

　
　

�
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が
喫
緊
の
課
題

図７　豊橋みらいアカデミーＰＲチラシ（パパママ育児応援会）
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と
な
っ
て
い
る
中
、
無
意
識
の
偏
見
を
認
識
し
、
よ

り
好
ま
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の

手
法
を
習
得
す
る
た
め
、
新
た
に
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス

バ
イ
ア
ス
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
管
理
職
が

柔
軟
な
視
点
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
、
組
織
の
活
性

化
に
つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
本
研
修
の
対
象

は
管
理
職
で
あ
る
課
長
補
佐
級
職
員
に
設
定
し
、
無

意
識
の
思
い
込
み
を
客
観
視
で
き
る
よ
う
研
修
を
通

じ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

３　

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
D
X
）
推
進
へ
の
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
な
ど
社
会
全

体
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
要
請
に
よ
り
官
民
問
わ
ず
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
急
速
に
進
む
中
、
本
市
で
も
令
和

三
年
度
に
行
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
を
新
設
し
た
り
、
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
っ
た
I
C
T
に
関
す
る

外
部
人
材
の
活
用
す
る
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

業
務
効
率
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
へ
の
期
待
は

予
想
を
上
回
る
速
さ
で
膨
ら
ん
で
お
り
、
そ
の
需
要
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、組
織
外
の
人
材
活
用
だ
け
で
は
な
く
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
恩
恵
を
市
民
に
還
元
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

人
材
を
内
部
育
成
す
る
必
要
、
す
な
わ
ち
職
員
の
D
X
推

進
の
た
め
の
各
種
研
修
や
リ
ス
キ
リ
ン
グ
な
ど
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
行
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
化
に
係
る
庁
内
研
修
や
I
C
T
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
人
事

課
に
お
け
る
情
報
分
析
・
活
用
力
研
修
や
デ
ザ
イ
ン
・
動

画
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施
、
職
員
派
遣
、
職
務
経
験

者
採
用
試
験
に
お
け
る
I
C
T
区
分
の
新
設
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
到
来
を
見
据
え
た
人
づ
く
り
の
取
組
を
推
し

進
め
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
う
し
た
取
組
の
う
ち
の
い
く

つ
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
一
）
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

　

・
情
報
分
析
・
活
用
力
研
修

　
　

�

令
和
三
年
度
よ
り
、
自
治
体
職
員
と
し
て
必
要
な
情

報
収
集
・
分
析
力
の
基
礎
を
学
び
、
行
政
課
題
の
発

見
、
改
善
の
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
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て
、
外
部
講
師
に
よ
る
情
報
分
析
・
活
用
力
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
研
修
で
は
、
情
報
収
集
の
効
果

的
方
法
や
定
性
・
定
量
的
情
報
分
析
方
法
、
具
体
的

な
情
報
整
理
の
方
法
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

・
I
C
T
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　

�

I
C
T
に
詳
し
い
職
員
や
I
C
T
へ
の
関
心
が
高
い

職
員
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
通
じ
て
能
力
を
高

め
合
い
、
業
務
改
善
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
行
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
が
令
和
四
年
度
新

た
に
I
C
T
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、「
豊
橋
み
ら

い
ア
カ
デ
ミ
ー
」
な
ど
を
通
し
て
職
員
向
け
に
報
告

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

・
職
員
の
研
修
派
遣

　
　

�

他
自
治
体
の
情
報
政
策
を
学
ぶ
中
で
I
C
T
に
精
通

し
た
職
員
を
育
成
す
る
た
め
、
研
修
派
遣
と
し
て
令

和
三
年
度
よ
り
二
年
間
、
愛
知
県
総
務
部
情
報
政
策

課
へ
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
　

�

派
遣
先
で
は
、
あ
い
ち
電
子
自
治
体
推
進
協
議
会
が

共
同
開
発
・
運
用
す
る
「
あ
い
ち
電
子
申
請
・
届
出

シ
ス
テ
ム
」
の
管
理
運
用
に
携
わ
る
な
ど
、
電
子
自

治
体
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、派
遣
終
了
後
は
、

そ
の
成
果
を
シ
ス
テ
ム
運
用
部
署
で
あ
る
情
報
部
門

で
発
揮
し
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
二
）
リ
ス
キ
リ
ン
グ
活
動
の
支
援

　

・
A
I
－
O
C
R
・
R
P
A
操
作
説
明
会
、
研
修

　
　

�

各
所
属
の
業
務
効
率
化
を
目
的
と
し
て
、
行
政
デ
ジ

タ
ル
推
進
室
が
A
I
－
O
C
R
及
び
R
P
A
説
明
会

を
開
催
し
、
R
P
A
等
の
周
知
及
び
積
極
的
な
導
入

図８　ICTコミュニティ報告会（豊橋みらいアカデミー）
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を
促
進
し
て
い
ま
す
。
説
明
会
終
了
後
は
R
P
A
操

作
研
修
も
実
施
し
て
お
り
、
動
画
視
聴
及
び
講
師
に

よ
り
実
践
的
な
操
作
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
な

る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

�

実
際
に
納
税
課
で
は
、
昨
年
度
口
座
登
録
に
O
C
R

及
び
R
P
A
を
導
入
し
た
結
果
、
申
込
時
の
書
類
読

込
及
び
そ
の
後
の
口
座
登
録
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
た

こ
と
で
、
効
率
的
に
作
業
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

・
デ
ザ
イ
ン
・
動
画
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　
　

�

前
述
し
た
「
豊
橋
み
ら
い
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
講
座
の

一
つ
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
や
動
画
作
成
に
長
け
た
広

報
広
聴
課
職
員
を
講
師
に
迎
え
、
動
画
等
の
作
成
ス

キ
ル
習
得
の
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
研

修
で
は
職
員
が
動
画
配
信
等
の
知
識
や
技
術
を
習
得

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

�

本
研
修
は
職
員
の
関
心
も
高
く
、「
豊
橋
み
ら
い
ア

カ
デ
ミ
ー
」
の
講
座
の
中
で
も
過
去
二
番
目
に
申
込

者
が
多
い
一
〇
二
名
が
参
加
し
、
受
講
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
約
九
五
％
の
職
員
か
ら
「
期
待
ど
お
り

だ
っ
た
」
又
は
「
期
待
以
上
だ
っ
た
」
の
評
価
を
得

て
い
ま
す
。

　
　

�

な
お
、
令
和
五
年
度
に
は
行
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
で

も
外
部
講
師
に
よ
り
同
様
の
研
修
を
実
施
予
定
で

す
。

４　

今
後
に
向
け
た
方
針

　

以
上
が
、
本
市
に
お
け
る
人
材
育
成
の
取
組
の
概
要
で

図９　デザイン・動画制作研修（豊橋みらいアカデミー）
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す
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
冒
頭
で
説
明
し
た
「
人
材
育
成

基
本
方
針
」
の
改
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
令
和
五
年
四

月
改
定
予
定
）。

　

新
た
な
方
針
に
つ
い
て
は
、
D
X
推
進
な
ど
、
よ
り
専

門
性
の
高
い
行
政
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
や
増

加
傾
向
に
あ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
な
ど
の
現
状
を
踏

ま
え
、目
指
す
べ
き
職
員
像
を
見
直
し
「
想
像
力
に
富
み
、

自
ら
判
断
し
、責
任
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
職
員
」
や
「
互

い
の
価
値
観
を
尊
重
し
、
組
織
全
体
の
成
長
を
促
す
こ
と

の
で
き
る
職
員
」
と
い
っ
た
項
目
を
加
え
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
重
点
施
策
と
し
て
は
、
俯
瞰
的
な
視
点
で
課
題

を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
周
囲
を
巻
き
込
み
な
が

ら
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
る「
俯
瞰
で
き
る
人
材
の
育
成
」

や
、
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
撲
滅
し
、
お
互
い
を
尊
重
し

信
頼
関
係
の
あ
る
組
織
を
目
指
す「
心
と
体
の
健
康
管
理
」

へ
の
取
組
を
強
化
し
て
い
く
ほ
か
、
職
位
ご
と
に
求
め
ら

れ
る
能
力
や
意
識
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
職
員
が
目
指

す
べ
き
目
標
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
改
定
し

て
い
く
予
定
で
す
。

５　

さ
い
ご
に

　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
今
、
外
部
環
境
の
変

化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
組
織
を
作
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
各
々
の
職
員
が
、
他
者
へ
の
配
慮
や
多
様
な
働
き
方

へ
の
理
解
を
示
し
つ
つ
、
職
員
が
挑
戦
で
き
る
環
境
や
職

場
風
土
、
新
し
い
こ
と
を
寛
容
に
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で

き
る
職
場
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
非

常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
た
な
人
材
育
成
基
本
方
針
を
推
進
し
て
い

く
中
で
、
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
つ
つ
未
来
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
で
き
る
職
員
の
育
成
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


